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ᴫせ 

ᆅ⌫ ᬮ化⦆のための低炭素・ゼロカーボン（ZC）社会構⠏ࡀྍḞでࠋࡿ࠶ZC 社会にࡣ

ᚋ数༑年にࢃたࡿ社会の変㠉・イノベーションࡀᚲ要でࠋࡿ࠶LCS でࡣ低炭素・ZC でࡾ࠶経

済ࡶά性でࡿ࠶「᫂ࡃࡿ㇏かな」社会ീࢆ᫂ࡽかにし、どのࡼうに⛣⾜していࡃか᳨ウࢆ㐍めて

いࠋࡿ将来の低炭素社会でࡣ、化▼⇞ᩱ⏤来でࡣないエネルギーの౪給ࡀとなࡾ㟁力用ࡀከ

人口構、ࡣ本提案書ࠋࡿࡍ変㠉ࡃࡁ大ࡀ変化し、就業構造ࡃࡁ大ࡀ産業の構造ࡸ༨め、社会ࢆࡃ

成ࡸ就業人口のほ点か᳨ࡽウࢆ㐍めたࡶのでࡇࠋࡿ࠶のࡼうな将来研究について、年齢階層ࢆ⪃

៖した就業人口かࡽの例ࡣ数ᑡないࠋ就業人口ࡣ 2050 年で 2018 年比 27㸣低ῶࡶࠋࡿࡍし就業構

造ࡸ生産性ࡀ変ࡽࢃないなࡽ GDP ࡣ 30㸣低ῶࡇࡿࡍとになࠋࡿ就業人口ῶᑡୗで 2050 年ࡲで年

⋡ 0.5㸣で GDP ≦現ࢆ（生産額ࡾた࠶就業人口）労働生産性ࡣ産業平ᆒで、ࡣにࡿࡏࡉቑ加ࢆ

の 1.5 ಸ、年⋡で 1.0㸣ቑ加ࡿࡏࡉᚲ要ࠋࡿ࠶ࡀ産業別でࡣከࡃの産業で 0.5㹼3㸣の労働生産性向

各種⮬動ࡸ⾡炭素化と人口ῶᑡ環境ୗでሗ㏻ಙᢏ⬺、ࡣの労働生産性向ୖࡇࠋࡿᚲ要となࡀୖ

化・人ᕤ▱⬟用ᢏ⾡などࡀ㐍ᒎࡿࡍᮍ来型社会の中、生άの㉁ࢆ向ୖしなࡽࡀ㐩成ࢀࡉなけࢀ

た⫋業ᩍ⫱、㧗齢者のᗣ⥔ᣢయไの☜立なࡗ㧗齢者にྜࡸ各年齢層、≉にⱝ年層ࠋないࡽなࡤ

ど、ᖜᗈい年齢層ࡀά㌍でࡿࡁ社会環境のᩚഛࡀ㔜要でࠋࡿ࠶ᚋᵝࠎな定ࡶࢆとにシナࣜ࢜

ᚲ要ࡿࡍかにࡽて᫂࠼加ࢆ年齢別ᢏ⬟別の就業構造のほ点ࢆ➽の㐨かな社会㇏ࡃࡿ提案し᫂ࢆ

 ࠋたࡗ⾜ࢆ⌮ための基♏データのᩚࡿࡍศ析評価ࡽのための就業人口かࡑ、ࡣ本提案書でࠋࡿ࠶ࡀ
 

Summary 
Construction of low-carbon and zero-carbon (ZC) society to mitigate climate change is essential. A ZC 

society requires social transformation and innovation over the next few decades. LCS has been clarifying the 
image of an economically active, satisfying and fulfilling zero-carbon society and studying how to make the 
transition. In the future ZC society, the structure of society and industry will change drastically, and the 
employment structure will change accordingly. This study has been conducted from the viewpoint of 
population and employment structure. The labor population will drop by 27% in 2050 compared to 2018 and 
GDP by 30%. To increase GDP by 0.5% annually by 2050, it is necessary to increase labor productivity by 
1.5 times and 1.0% annually on average in all industries. By industry, many industries need to increase labor 
productivity by 0.5~3%. This improvement in labor productivity must be achieved while improving the 
quality of life in a future society in which information and communication technology and various 
automation/artificial intelligence utilization technologies are evolving in an environment of decarbonization 
and population decline. It is important to develop: vocational education for young people; and vocational 
education, health maintenance and an environment for active participation in society for the elderly, in line 
with new industrial structure. It is necessary to propose scenarios based on various assumptions and clarify 
the path to a satisfying and fulfilling society. In this study, we developed basic data for analysis and evaluation 
from the labor population. 
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1. ⫼ᬒ┠ⓗ 

 ᬮ化⦆のほ点か2100、ࡣࡽ 年にࡣ炭素出ṇゼロࡿ࠶い࣐ࡣイナスの社会でࡿ࠶ᚲ要ࡀ

LCS、ࡾ࠶ ࡣ 2050 年にゼロカーボン（ZC）ࢆ㐩成ࡿࡍ社会の構⠏ࢆ┠指していࡑࠋࡿの社会の

実現のためにࡣᚋ数༑年にࢃたࡿ社会の変㠉・イノベーションࡀᚲ要でࠋࡿ࠶しかしなࡽࡀ、

将来ീのලయ化のためのࡿࡍᮇᚅࡸ将来ീࡿࢀࡽ࠼⪄ ZC 社会シナࣜ࢜研究のሙྜ、要ࣇク

ターの᮲௳タ定とスࢺーࣜーのከᵝࡉに㔜࠾ࡀࡁかࢀ、社会の変㠉ࡸイノベーションのලయⓗ

なࣇーࢵࣂࢻクࡀᑟ出ࢀࡉ㞴いࡇとࡀከい[1-3]୍ࠋ᪉、炭素出๐ῶ᪉策（ᢏ⾡・ไᗘ）にࡼ

、ののࡶࡿ࠶ලయⓗでࡣࣈࢸシアࢽイࡸࣉࢵ࣐ࢻてた研究、ロー࠶ࢆンシࣕルに↔点ࢸ࣏๐ῶࡿ

ከࡃのሙྜ、現≧の炭素๐ῶྍ⬟性ࡆୖࡳ✚ࢆたࡶのとなࡾ、将来ᚲ要な ZC 社会のጼと㞳ࡀ

、ࡣ社会ീでࡿࢀࡽでᚓࡆୖࡳ✚性の⬟ྍࡿに᪤に㢧ᅾ化していࡎ࠼ぢᤣࢆ将来のZCࠋ[4,5]ࡿ࠶

㛗ᮇⓗど㔝のᢏ⾡・シス࣒ࢸのᢞ㈨ಁࡣ㐍ࢀࡉないࠋLCS でࡲࢀࡇ、ࡣで᪂しい ZC 型社会ീ

ࡁ㐍めてࢆで᳨ウࢀᚲ要か、というὶࡀ⾜⛣うなࡼᚲ要で、どのࡀఱࡣにࡇࡑ、᥈ồ・タ計しࢆ

たࠋ将来の低炭素社会でࡣ、社会ࡸ産業の構造ࡀ大ࡃࡁ変化していࡿとணࠋࡿࢀࡉ低炭素・ZC
でࡾ࠶経済ࡶά性でࡿ࠶「᫂ࡃࡿ㇏かな」社会のࢪࣅョンసࡾと、ࢆࢀࡑ実現ࡿࡍための᪉策の

᳨ウࡀ㔜要でࠋࡿ࠶ 
本提案書ࡣ、人口構成ࡸ就業人口のほ点かࡳࡽて、将来の低炭素社会タ計にᚲ要な要点ࢆ᫂ࡽ

かにࡿࡍために、基♏データの構⠏と、ᚋのᛂ用のྍ⬟性についてࡲとめたࡶのでࠋࡿ࠶人口

動ែࡣシナࣜ࢜研究にྵࢀࡲていࢣࡿースࡀከいࡶのの、年齢階層別の就業人口ࡸ、将来の ZC
に向けた産業構造の変化ࢆ入ࢀたシナࣜ࢜にᑐᛂでࡿࡁศ析ࡣ᪂しい研究でࠋࡿ࠶ 

2. ᪉ἲ⤖ᯝ 

ᅗ 1 に、研究ࣇローࢆ♧したࠋ 
 

 
ᅗ  ࣮ࣟࣇ✲◊ 1
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2�� 人口構造ࠊᑵ業人口ࠊᑵ業人口ྜ 
国立社会保障・人口問題研究所の出生中位（死亡中位）ࢣースの人口ண測[6]ࢆベースの将来人

口構造とした（ᅗ 日本のࠋ（2 65 歳௨ୖ人口ྜࡣ 2018 年 32㸣で2050、ࡀࡿ࠶ 年にࡣ 42㸣にቑ

加ࡿࡍとண測ࢀࡉていࠋࡿ 
総務省基本集計産業別年齢階層別（5 歳ごと）就業人口データ[7]ࢆ用い、2018 年の就業人口

ྜと（ᅗ 3）、௦表ⓗな業種について㐣ཤの推⛣（ᅗ ࢆ（2㹼12㸣）ࡃ就業人口のከࠋした♧ࢆ（4

༨めࡿ業種のうࡕ、〇造業、༺ࡾ・ᑠ業、ᘓタ業ࡣῶᑡഴ向にࡗ࠶たࠋ་⒪・⚟♴ࡣ大ࡃࡁ

ቑ加していࡿ（≉に社会保㝤・社会⚟♴・ㆤ業）ࠋ㧗齢者人口のቑ加にకい、ᚋࡣቑ加ࡿࡍ

ྍ⬟性ࠋࡿ࠶ࡀᐟἩ・㣧㣗ࢧーࣅス業ࡸࡸࡣቑ加ഴ向、㐠㍺㒑౽ࡰࡣᶓࡤい（ಶ別でࡣ㐨㊰㈌

≀㐠㏦業ࡀቑ加）でࡗ࠶た2ࠋ㸣௨ୗの業種の中での㢧ⴭなഴ向としてࡣ、㎰ᯘ水産㖔業のῶᑡࡀ

➨୍にᣲࠋࡿࢀࡽࡆሗ㏻ಙ業ࡔࡲࡣᑡないࡀ、ቑ加ഴ向でࡿ࠶（≉にሗࢧーࣅス業）ࠋ、Ꮫ

ᰯᩍ⫱、Ꮫ⩦ᨭ業ࡀቑ加したࠋ 
2018 年の産業別年齢階層別就業人口データࡾࡼ現ᅾの各年齢層に࠾けࡿ各産業の就業人口

とめた（ᅗࡶࢆྜ ࠋከいࡀ㎰ᯘ水産㖔業ࡣ㧗齢層、ࡃከࡀス業ࣅーࢧᐟἩ業・㣧㣗ࡣⱝ年層ࠋ（5

 

ᅗ 2 年㱋㝵ᒙู人口᥎⛣ 
ὀ㸸2019 年௨㝆ࡣᅜ立社会ಖ㞀࣭人口ၥ㢟◊✲ᡤࠊฟ⏕୰㸦Ṛஸ୰㸧᥎ィࡾࡼసᡂ 

0

20㻘000

㻠0㻘000

㻢0㻘000

㻤0㻘000

100㻘000

120㻘000

1㻠0㻘000

1
㻥
㻡
0

1
㻥
㻡
3

1
㻥
㻡
㻢

1
㻥
㻡
㻥

1
㻥
㻢
2

1
㻥
㻢
㻡

1
㻥
㻢
㻤

1
㻥
㻣
1

1
㻥
㻣
㻠

1
㻥
㻣
㻣

1
㻥
㻤
0

1
㻥
㻤
3

1
㻥
㻤
㻢

1
㻥
㻤
㻥

1
㻥
㻥
2

1
㻥
㻥
㻡

1
㻥
㻥
㻤

2
0
0
1

2
0
0
㻠

2
0
0
㻣

2
0
1
0

2
0
1
3

2
0
1
㻢

2
0
1
㻥

2
0
2
2

2
0
2
㻡

2
0
2
㻤

2
0
3
1

2
0
3
㻠

2
0
3
㻣

2
0
㻠
0

2
0
㻠
3

2
0
㻠
㻢

2
0
㻠
㻥

2
0
㻡
2

2
0
㻡
㻡

2
0
㻡
㻤

1
㻘0
0
0
人

0-1㻠 1㻡-1㻥 20-2㻠 2㻡-2㻥 30-3㻠 3㻡-3㻥 㻠0-㻠㻠 㻠㻡-㻠㻥 㻡0-㻡㻠 㻡㻡-㻡㻥 㻢0-㻢㻠 㻢㻡-

ண ್



構ʢ+45ʣػڵ։ൃ๏人Պֶٕज़ৼڀݚ立ࠃ3
低炭素社会ઓུηϯλʔʢ-$4ʣ

低炭素社会実現に向けた政策立案のための提案書
将来型低炭素社会における産業構造検討のための人口に関する分析
令和2年3月

低炭素社会実現に向けた政策立案のための提案書 
将来型低炭素社会における産業構造検討のための人口に 
関する分析                      令和 2 年 3 月 

3 
 

 

ᅗ 3 2018 年のᑵ業人口ྜ 㸦ᑵ業人口㸸6663 人㸧 
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ᅗ 5 2018 年の年㱋㝵ᒙู業✀ูᑵ業人口ྜ 

 
ᅗ 4 かࡽศかࡼࡿうに、㐣ཤの推⛣ࡣ業種でᵝࠎでࡾ࠶、ቑ加ഴ向のࡶのࡶ、ῶᑡഴ向のࡶの

ᙳ㡪しࡀの要ᅉࡃከ、ࡀしいࡲᮃࡀのࡿ用いࢆศ析し将来の就業ྜࢆうなഴ向ࡼのࡇࠋࡿ࠶ࡶ

ていࡇࡿとと、ࢆࡽࢀࡑ⪃៖した☜立ࢀࡉた将来ண測᪉ἲࡀないため、ࡇࡇでࡣ、年齢階層別業

種別の就業人口ྜについてࡣ、現≧⥔ᣢ（㸻BAU：Business as Usual）と⪃࠼て、2018 年のྜ

各産業の労働ࡿけ࠾将来の各年齢層に、ࡽ用い、将来人口ண測データ[6]かࢆのྜࡇࠋ用いたࢆ

人口ྜࢆồめた（ᅗ 2010㹼2018ࠋ（6 年の就業⋡変化ࡿࡳࢆと、60㹼65 歳の年齢層でࡣ 13㸣、

年齢層ࡣ 4㹼8㸣ቑ加でࡗ࠶たࠋ将来就業人口ࡣ人口ῶᑡにకいῶᑡ65、ࡀࡿࡍ 歳௨ୖでࡣ人口

ቑ加ࡀ大ࡁいため就業人口ࡶከいࠋయの就業人口ࡣ 2050 年で 2018 年比 73㸣にῶᑡし（年⋡࣐

イナス 1.0㸣）、65 歳௨ୖの就業者に༨めࡿྜࡣ 19㸣になࡿ（現ᅾ 13㸣）ࠋ 
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5 
 

 
ᅗ 6 年㱋㝵ᒙูᑵ業人口 㐣ཤཬࡧ将来᥎ィ㸦LCS ᥎ィ㸧 

 
就業人口ࢆቑ加ࡿࡏࡉにࡣ、就業⋡ࢆቑ加ࡿࡏࡉしかないࠋ実際にࡣ就業⋡（ࡿ࠶いࡣኻ業⋡）

とでࡇࡿࡏࡉቑ加ࢆ༢⣧に、⪁齢者の就業人口ࡣでࡇࡇ、ࡀࡿࢀࡉな要ᅉでỴ定ࠎᵝࡸᬒẼ、ࡣ

就業人口ࢆቑ加ࡇࡿࡏࡉとྍࡀ⬟かどうか⡆༢なヨ⟬に᳨ࡾࡼウࠋࡿࡍ 
 
 ࡎࡲ、比較のための基本ࢣースࡣ、現ᅾの就業人口ྜࢆ適用したࡶのとࡿࡍaࠋ 
 ࢀࡇにᑐし、⪁齢者就業人口ቑ加のための 3  ࠋ定したࢆースࢣ

ձ 定年引ୖࢣࡆース： 
� 定年ࢆ現⾜の 60 歳㹼65 歳でࡣな2050、ࡃ 年にࡣ 5 歳引ࡆୖࡁて 65 歳㹼70 歳と௬

定ࠋ計⟬ୖࡣ、୍༊ศ๓の就業⋡ࢆ適用80ࠋࡿࡍ 歳௨ୖࡣ就業人口なしと௬定ࠋ 
ղ 60㹼79 歳の就業人口ࢆ 1.2 ಸにቑ加ࢣࡿࡏࡉース： 

� 就業ྜで 60㹼64 歳ࡣ 70Ѝ84㸣、65㹼69 歳ࡣ 47Ѝ56㸣、70㹼74 歳ࡣ 30Ѝ35、75
㹼79 歳ࡣ 26㸣Ѝ31㸣とࠋࡿࡍ 

ճ 60㹼64 歳の就業人口ࢆ 1.2 ಸ、65㹼79 歳でࡣ 1.5 ಸにቑ加ࢣࡿࡏࡉース： 
� 就業ྜで 60㹼64 歳ࡣ 70Ѝ84㸣、65㹼69 歳ࡣ 47Ѝ71㸣、70㹼74 歳ࡣ 30Ѝ44、75
㹼79 歳ࡣ 26㸣Ѝ39㸣とࠋࡿࡍ 
 

 
a 実際にࡣ 80 歳௨ୖの就労ࡿ࠶ࡶと⪃ࡀࡿࢀࡽ࠼、データࡀないため、75 歳௨ୖの就業人口ࡍࢆて 75㹼79 歳

の年齢༊ศと௬定ࠋࡿࡍな2.1.2.2、࠾ で用いた業種別の詳細な就業人口での 70 歳௨ୖ୍ࡣつの年齢階層で࠶

の「75㹼79ࢺー࣏㐣ཤのࣞ、ࡣでࡇࡇ、ࡀ用いたࢆศ㢮のデータࡿ 歳ࡣ 3㸣でࡿ࠶」というሗ࿌ࡶࢆとにヨ⟬

したࠋ 
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6 
 

結果ࡣ௨ୗの㏻ࡾでࠋࡿ࠶ 
2018 年の就業人口66,630 ࡣ ༓人（ヱᙜ年齢人口 110,202 ༓人） 
基本ࢣース 2050 年 48,400 ༓人（75,088 ༓人） 低ῶ⋡ 27㸣、年⋡࣐イナス 1.0㸣 
ースձ 2050ࢣ 年 52,200 ༓人  低ῶ⋡ 22㸣、年⋡࣐イナス 0.7㸣 
ースղ 2050ࢣ 年 50,700 ༓人  低ῶ⋡ 24㸣、年⋡࣐イナス 0.8㸣 
ースճ 2050ࢣ 年 53,000 ༓人  低ῶ⋡ 21㸣、年⋡࣐イナス 0.7㸣 

 
ᗣᑑのᘏ㛗のためのண㜵་⒪ࢧࡸーࣅスの向ୖにࡾࡼ実現ྍࡣ⬟でࡿ࠶としてࡶ、⪁齢者

就業にࡿࡼᑐ策でࡣ大ࡁな就業人口ቑ加ࢆぢ㎸めないࠋ本提案書でࡣ、就業人口ࢆయでどうቑ

加ࡿࡏࡉか、というほ点でࡣなࡃ、ῶᑡࡿࡍ就業人口でどのࡼうに経済生産ࢆ向ୖࡿࡏࡉか、と

いう点か᳨ࡽウࠋࡿࡍ 
 
2�2 業✀ูຍ౯್㢠3'*ࠊ のヨ⟬ 
ḟに、人口変化のほ点かࡽ将来の GDP ために、総務省統計のࡿࡍ⟭ヨࢆ 2015 年産業連関表の

産業別付加価値額ࢆ用い[8]、就業人口࠶たࡾの生産額㸻労働生産性bࢆồめたࠋな࠾、GDP 付ࡣ

加価値額かࡽᐙ計እᾘ㈝ᨭ出ࢆ᥍㝖したࡶのでࠋࡿ࠶労働生産性ࡣ、యで 840 �人でࡗ࠶た

ࢆ詳細に計⟬した結果ࡾࡼ業種ごとに、ࢆࢀࡇࠋたࡗ࠶ࡀࡁつࡽࡤなࡁ年齢別、業種別に大、ࡀ

ᅗ 7㹼9 に♧したࠋ㓇㢮、タࢥࣂ、▼Ἔ、㕲㗰、㟁Ẽインࣛࣇ、㏻ಙ、動産業ࡀ㧗い値でࠋࡿ࠶

ࡣ年齢階層別でࠋࡿ࠶ࡀいなどの≉ᚩࡁ大ࡀい、Ⴀ業వࡁ大ࡀ㧗い、ᅛ定㈨産ࡀ⋠⛯ 50 ௦の୍

人ᙜたࡾ付加価値額ࡀ最大でࡗ࠶た（ᅗ  ࠋ（10

 
b 本提案書でࡣ就業人口࠶たࡾ生産額としていࡀࡿ、内閣府ࡸ経済産業省➼のሗ࿌➼で用ࢀࡉていࡿ指ᶆࡣ就

業人口と就業時㛫࠶たࡾの生産額ࡀከい[9-11]ࠋ 
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ᅗ 10 年㱋ูປാ⏕産ᛶ㸦2015 年㸧 

2015 年の労働生産性に各将来年の年齢階層別業種別就業人口にࡇࡿࡌとで、将来の付加価値

額ࢆồめ、年齢階層別業種別生産額ࢆ計⟬した（1）ࠋ㈤㔠・ಧ給、社会保㝤ᩱ、給与手ᙜて、ᐙ

計እᾘ㈝ᨭ出の 4 㡯┠ࡣ就業人口の関数と⪃（2）、࠼Ⴀ業వ、㈨本ῶ⪖、㛫᥋⛯、計ୖ⿵ຓ㔠

ࢆのྜࡾた࠶付加価値額ࡣ 2015 年のࡶのとྠࡌと௬定して計⟬したࠋ就業人口の関数の（1）
についてࡣ、各業種の就業人口の年齢階層ศᕸと、厚生労働省統計要覧の産業別㈤㔠の年齢階層

別ศᕸ[12]ࢆ用いたࠋ 
 
ヨ⟬結果ࢆᅗ 11 に♧したࠋᅗ中の㟷⥺୍ࡣ人ᙜたࡾ業種別生産額（労働生産性）ࢆ各産業内で

就業、ࡾ࠾てࡗ⾜ࢆ⟭詳細な計ࡾࡼ、ࡣ⥺㉥、ࡾ࠶とした結果で（ないࡽࡼ年齢階層に）定୍ࡣ

者年齢階層別人口と㈤㔠ศᕸࢆ⪃៖した結果（ۼ）でࡇࠋࡿ࠶のつのࢣースで࣐ࡣイナス 3㹼
スࣛࣉ 1㸣の㐪いࡀ生ࡌ、例ࡤ࠼ 2050 年でࡀۼࡣ 2㸣低いۼࠋで2050、ࡣ 年の GDP ࡣ 2015 年比

ࡣ 27㸣、2018 年比 30㸣ῶでࡗ࠶た2030ࠋ 年付㏆ࡲでࢣۼࡣースࡀ㧗ࡑ、ࡃのᚋୗᅇࡣࢀࡇࠋࡿ、

㈤㔠ࡀ最大でࡿ࠶定年㏥⫋ᮇ๓中㧗年層（45㹼59 歳）の人数ࡀ 2027 年で最大値ࢆ㏄ࡑ、࠼のᚋ

ࡶ㈤㔠構造の変化、ࡣ生産額向ୖにࡿけ࠾ᑡᏊ㧗齢化の将来社会にࠋࡿࡍとに㉳ᅉࡇࡿࡍῶᑡࡣ

㔜要でࡇࡿ࠶とࢃࡀかࠋࡿ 
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ⓒ
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ᅗ 11 将来 GDP ヨ⟬್ 

 
2�3�/&6 ᪂産業㐃関分析࡛ᚓࢀࡽた将来低炭素社会の実現 

ZC でࡿ࠶将来社会のための定ࡿࢀࡉ変化ࡣ、産業構造にᙳ㡪ࢆཬࠋࡍࡰLCS でࡣ将来の低

炭素・ZC 社会に࠾けࡿ産業構造ࢆ᫂ࡽかにࡿࡍために、産業連関表ࢆ用いた手ἲࢆ᪂つに㛤Ⓨし

ていࠋࡿ提案書 [13]でࡣ、᪉ἲㄽの解ㄝと要な結果ࡲࡀとめࢀࡽていࠋࡿ本提案書でࡑ、ࡣの

LCS 産業連関表ベース研究（௨ୗ LCS�IO 研究）の結果例ࢆཧ↷し、各産業に࠾けࡿ労働生産性

の向ୖについて要点ࡲࢆとめࠋࡿ 
LCS�IO 研究で2013、ࡣ 年の産業連関表ࡶࢆとに、௨ୗの変化ࡀ㉳ࡗࡇたとࡁの、各産業の⛒

付加価値額ࢆヨ⟬した（詳細ࡣᙜヱ提案書[13]ཧ↷）ࠋ 
 
LCS�IO 研究の CO2出 80㸣๐ῶྍࡀ⬟となࢣࡿース： 
ゼロカーボン㟁力㸹㒔ᕷ࢞ス・ⅉἜ・LPG の用の 100㸣㟁化㸹EV ㌴ 100㸣ᬑཬ㸹ࣛイࢻシ࢙

ア 50㸣ᬑཬ㸹㕲㗰・化Ꮫ・セ࣓ンࢺに࠾けࡿ各種᪉策㸹ᶵᲔ㢮㟂要のቑ加㸹᪑⾜者➼イン࢘ࣂン

 ་⒪㈝ቑ加㸹ሗ・ᩍ⫱産業のቑ大㸹㟁力㟂要のቑ大ࡿࡼ㟂要ቑ加㸹㧗齢者ቑ加にࢻ
�

GDP、ࡣースでࢣのࡇ ࡣ 595 （2013 年基準）とሗ࿌ࢀࡉた（ཧ⪃：2013 年 503 ）ࠋ本

提案書でヨ⟬した 2015年ベース年齢階層別就業人口別労働生産性ศᕸࢆ⪃៖した 2050年のBAU
労働生産性ࡣ、యで 8.0 ⓒ�人でࡗ࠶たࠋLCS�IO 研究にࡿࡼ GDP 額の㐩成に2050、ࡣ 年

時の労働生産性ࢆ現≧の 1.5 ಸ、年⋡で 1.0㸣ቑ加ࡿࡏࡉᚲ要ࡿ࠶ࡀcࠋ 
 ࠋうかࢁ࠶でࡿࢀࡉ定ࡀうな変化ࡼどのࡣ産業別に、ࡣでࢀࡑࠋࡿ࠶産業の値でࡣࢀࡇ
�  

 
c ඛ⾜研究でࡣ、㐣ཤ推⛣のศ析[9,11]ࡸ国際比較[10]ࡀὶでࡾ࠶、将来シナࣜ࢜に࠾けࡿ生産性のศ析ࡣᑡな

いࠋ 
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ᅗ 12 人口、就業人口、GDP（2018ࡣ 年基準）2013、ࢆ 年ࢆ 1 としてྠ୍ࣇࣛࢢに推⛣ࢃࡀか

ᅗࠋࡿ࠶のでࡶとめたࡲうにࡼࡿ 13 ࡾ労働生産性（就業者ᙜたࡣ GDP-2018 年基準）の推⛣で࠶

表ࠋࡿかࢃࡀとࡇࡿ࠶ࡀた時ᮇࡗ㧗かࡀ労働生産性ࠋࡿ 1 にࡣいࡃつかの≉ᚩⓗなᮇ㛫の GDP、
就業人口、労働生産性の年変化⋡について♧したࠋ 

 

 
ᅗ 12 人口ࠊᑵ業人口ࠊGDP ᥎⛣ 

 

 
ᅗ 13 ປാ⏕産ᛶ᥎⛣ 
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⾲ 1 㐣ཤの GDPࠊᑵ業人口ࠊປാ⏕産ᛶの年ኚ⋡㸦㸣㸧 

㻌 年ኚ⋡（䠂）㻌

㻌
㻳㻰㻼㻌 㻌 㻌ᑵ業人ཱྀ㻌 㻳㻰㻼/ᑵ業人ཱྀ㻌

（ປാ⏕⏘ᛶ）㻌
1㻥㻡㻡䡚1㻥㻣㻠㻌 㧗ᗘᡂ㛗ᮇ間㻌 㻤.㻢㻌 1.3㻌 㻣.2㻌
1㻥㻣㻠䡚1㻥㻥1㻌 䜸䜲䝹䝅䝵䝑䜽ᚋᡂ㛗ᮇ㻌 㻠.㻡㻌 3.㻤㻌 3.2㻌
1㻥㻥㻥䡚200㻣㻌 䝞䝤䝹ప㏞ᮇ௨㝆䝸䞊䝬䞁䝅䝵䝑䜽䜎䛷㻌 1.㻠㻌 1.3㻌 1.㻡㻌
1㻥㻥1䡚201㻤㻌 䝞䝤䝹ᔂቯ௨㝆㻌 0.㻤-0.㻥㻌 0.㻢-0.㻤㻌 0.㻢-0.㻣㻌
2012䡚201㻤㻌 ㏆年㻌 1.2-1.3㻌 1.3-1.㻠㻌 0.1-0.㻠㻌

 
2050 年で CO2 出㔞 80㸣๐ῶࢆ㐩成ࡿࡍための各産業の労働生産性の年⋡変化について、

LCS�IO 研究結果の産業別 GDP と将来就業人口かࡽ計⟬したࠋయでࡣ๓㏙の㏻ࡾ労働生産性ࢆ

1.5 ಸ向ୖࡿࡏࡉᚲ要ࡀࡿ࠶ࡀ、産業にࡾࡼ労働生産性の変化ࡣ␗なࠋࡿ表 2 にࡣ、ලయⓗな成㛗

のイ࣓ーࢆࢪ表ࡍために、表 1 の値ࢆཧ⪃に㐣ཤのどの時ᮇの労働生産性変化に㏆いかという点

かᩚࡽ⌮したࠋZC の将来社会でࡣ化▼⇞ᩱࢆエネルギー※としていた㟂要の㟁力の㌿ศと

ሗ社会㐍ᒎにࡿࡼ㟁力㟂要ቑにࡾࡼ、年㛫の㟁力㟂要ࡣ 2013 年の 995TWh かࡽ 1,710TWh にቑ

加ࡿࡍというࢣースࡶ定ࡿࢀࡉ（詳細ࡣ๓㏙の LCS�IO 研究ཧ↷）ࡇࠋのとࡁ「ⅆ力Ⓨ㟁ࢆ㝖い

た業用Ⓨ㟁」でࡣ GDP ࡣ 1 （2015 年）かࡽ 15 にቑ加ࠋࡿࡍ本提案でࡣ、将来の就業

人口ࡣ現ᅾとྠࡌ就業ྜ（各年齢階層かࡽ各産業就業ࡿࡍྜ）で就業ࡶࡿࡍのと௬定して

いࡿため、ࡑの GDP のቑ加ࢆ┦ᑐⓗにᑡない人数で⾜うࡇとになࠋࡿ表 2 で♧したࡶのࡣ、労働

生産性の変化⋡でࡾ࠶、GDP のቑ加とቑ加しない就業人口にࡾࡼ、労働生産性ࡀⴭしࡃ㧗いᚲ要

たࡗとい、ࡿࡍቑ加ࡀ産業で就業者ࡿࡧఙࡀ生産、ࡣ実際にࠋたࡗという結果となࡿ࠶ࡀ 2050 年

将来社会の௬、ࡣ業種ࡿࡍῶᑡࡀ᪉労働生産性୍ࠋうࢁࡔࡿࢀࡽࡳࡀでに就業人口構造の変化ࡲ

定で㟂要ࡀῶࡿと定した産業でࠋࡿ࠶実際にࡣ、就業者のῶᑡࡀ㉳ࡾࡇうࡿでࢁ࠶うࠋ、ከ

本提ࠋࡿかࢃࡀとࡇࡿ࠶ᚲ要でࡀルᔂቯ௨㝆の労働生産性変化⋡௨ୖで向ୖࣈࣂ、ࡣの業種でࡃ

案書に♧した研究ࢆ㐍めࡇࡿとで、ZC 化、エネルギー種の変化（㟁力化）、㔞の変化（ሗ産業

の㝯┒）などかࡽ㉳ࡇࠋࡿࡇういࡗた就業人口の変化ࡀᚲ要となࡿ産業種の᫂☜化と、ᚋᚲ要

なᩍ⫱の᳨ウにつなࡿࡀሗࢆ提౪ྍ⬟となࠋࡿ 
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⾲ 2 LCS の CO2 80㸣๐ῶࢫ࣮ࢣにおける現ᅾࡽ 2050 年࡛ࡲのປാ⏕産ᛶኚ 

ປാ⏕産ᛶኚの分㢮ᇶ‽  㸼�㸣 �㹼�㸣 �㹼�㸣 ���㹼�㸣 ӌ���㸣 �� 

参考ᮇ㛫  
㸦⾲㸯参↷㸧  

㧗ᗘᡂ㛗
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ࢩࣝ࢜
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㏞ᮇ௨㝆
࣐࣮ࣥࣜ
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㏆年  
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⁺業       ࠐ     
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ᘓタ業     ࠐ       
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     ࠐ       〇ရ〇造業࣒ࢦ

       ࠐ     㠉࣭ྠ〇ရ࣭ẟ⓶〇造業ࡋめ࡞
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㕲㗰業           ࠐ 
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㟁Ꮚ㒊ရ࣭࣭ࢫࣂࢹ㟁Ꮚᅇ㊰〇造業       ࠐ     
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ሗ㏻ಙᶵᲔჾල〇造業         ࠐ   
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産業యでࡳたとࡣࡁ 2050 年に現≧の 1.5 ಸの労働生産性向ୖࡀᚲ要でࡗ࠶てࡶ、産業別にࡣ

ᚲ要な労働生産性ቑ加⋡ࡀ␗なࡇࡿとࢆ♧したࡣࢀࡇࠋ、産業の生産ά動（付加価値額）と就業

人口ࡀᆒ୍でないかࡽでࡇࡇ、ࡀࡿ࠶で、௬に各産業で労働生産性୍ࢆᚊに向ୖࡿࡍとどうなࡿ

かというほ点で結果ࠋࡍ♧ࢆ 
労働生産性୍ࢆᚊに 1.5 ಸୖࡆたሙྜの LCS�IO 研究結果（๓㏙）の㓟化炭素 80㸣๐ῶシナ

の࢜ࣜ GDP ためにᚲ要な就業人口とࡿᚓࢆ BAU の就業人口のᕪࢆᅗ 14 に♧したࠋ་⒪⚟♴ࡸ、

ሗ㏻ಙ業、ⅆ力௨እの業用Ⓨ㟁、ᐟἩ㣧㣗ࢧーࣅス業、ᩍ⫱・Ꮫ⩦ᨭ業で就業者ࡀ㊊ࡍ

ࠋࡿととなࡇࡿࡁ㉳ࡀࢺࣇ就業シ、ࡽ産業かࡿ࠶ࡀ㐠㍺などవഴ向、ࡾᑠࡾ〇造業、༺ࠋࡿ

年齢階層にవ㊊ࡀ年齢ศᕸに比例してࡿࡇ࠾と௬定したሙྜ、年齢階層にࡗࡼてࡣ、వ

㊊のࣛࣂンスࡀとࢀていないࠋ表 3 ࡍ㊊ࡣⱝ年層で、ࡃከࡀと㧗齢者層でవ就業者ࡿࡳࢆ

άࡀない⫋業変᭦のᶵ会のぢ┤し、㧗齢者層ࢀࢃࡽⱝ年層のᩍ⫱と、年齢にとࠋࡿかࢃࡀとࡇࡿ

㌍でࡿࡁሙの拡のために、ࡽࢀࡇሗࢆά用していࡇࡃとࡀ㔜要でࠋࡿ࠶ 
ᚋ LCS に࠾けࡿ研究でࡽࢀࡇ、ࡣศ析ࢆ㐍め、社会の変化と、ࢀࡑにᚲ要な就業人口構造変

化ࡏేࢆて᳨ウࡿࡍண定でࠋࡿ࠶ 
 

 
ᅗ 14 㓟炭素 80㸣๐ῶ࢜ࣜࢼࢩの GDP ᚊ㸦1.5୍ࢆᚓるためにྛ産業࡛ປാ⏕産ᛶࢆ ಸ㸧にቑຍࡉ

にࡁたࡏ BAU ᑵ業人口構造࡛㊊する人ᩘ㸦௦⾲業✀のࡳ㸧 

 
  

-2㻡0

-200

-1㻡0

-100

-㻡0

0

㻡0

100

1㻡0

200


㊊
人
ᩘ
（
万
人
）

㊊分 余剰分



16 構ʢ+45ʣػڵ։ൃ๏人Պֶٕज़ৼڀݚ立ࠃ
低炭素社会ઓུηϯλʔʢ-$4ʣ

低炭素社会実現に向けた政策立案のための提案書
将来型低炭素社会における産業構造検討のための人口に関する分析
令和2年3月

低炭素社会実現に向けた政策立案のための提案書 
将来型低炭素社会における産業構造検討のための人口に 
関する分析                      令和 2 年 3 月 

16 
 

⾲ 3 㓟炭素 80㸣๐ῶ࢜ࣜࢼࢩの GDP にࡁたࡏࡉᚊにቑຍ୍ࢆᚓるためにྛ産業࡛ປാ⏕産ᛶࢆ

BAU ᑵ業人口構造࡛㊊する人ᩘ 㸦年㱋㝵ᒙู㸧ὀ㸸ࣟࢮ௨ୗࡣవ人ᩘࢆ♧すࠋ 

㻌 （万人）㻌

1㻡䡚1㻥ṓ㻌 1㻌

20䡚2㻠ṓ㻌 㻠㻌

2㻡䡚2㻥ṓ㻌 㻡㻌

30䡚3㻠ṓ㻌 3㻌

3㻡䡚3㻥ṓ㻌 3㻌

㻠0䡚㻠㻠ṓ㻌 1㻌

㻠㻡䡚㻠㻥ṓ㻌 -3㻌

㻡0䡚㻡㻠ṓ㻌 -㻠㻌

㻡㻡䡚㻡㻥ṓ㻌 -㻠㻌

㻢0䡚㻢㻠ṓ㻌 -㻥㻌

㻢㻡 ṓ௨ୖ㻌 -㻠2㻌
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2���将来社会のኚࡀ低炭素ປാ⏕産ᛶにཬࡰすᙳ㡪 
๓㏙のとࡾ࠾、将来の社会でࡣ、୍人ᙜたࡾ GDP（労働生産性）ࢆ平ᆒで 1.5 ಸ௨ୖにࡤࢀࡍ

人口ῶᑡにࡿࡼ GDP ῶᑡࢆ⿵うࡇとࡀでࡿࡁと㏙たࠋLCS�IO 研究でࡣ、将来社会に㉳ࡾࡇう

産業㛫の、ࡏࡉとでࣔデルにᫎࡇࡿࡏࡉ変動ࢆ㈈ࡿࢀࡉࡾとࡾࡸいて࠾経済ά動に、ࢆ変化ࡿ

ᙳ㡪ࢆ定㔞ⓗに評価して2.3、ࡾ࠾ でࡑࡣの結果ࢆ用い、人口かࡽのศ析ࢆ加࠼たࠋ将来社会に࠾

けࡿ ZC のための᪉策ࡸ、労働生産性にᙳ㡪ࡿ࠶ࡀ社会の変化について᳨ウࡀ㔜要となࠋࡿ 
表 4 に、ロボࢺࢵᢏ⾡用、AI、⮬動㐠㌿、IT�IoT などᮍ来社会型変化にࡾࡼどのࡼうなᙳ㡪

低炭素化の㐍ࠋࡿ࠼与ࢆ産業構造、就業構造にᙳ㡪ࡣの変化ࡽࢀࡇࠋ例♧したࢆかࡿ࠶産業にࡀ

ᒎࡶᙳ㡪ࡀ出ࡇࡿとࡀணࠋࡿࢀࡉどの業種で、どのࡼうな定㔞ⓗなᙳ㡪ࡾ࠶ࡀ、就業≧ἣࡸ労

働生産性にどうᙳ㡪ࡿࡍのか、ᵝࠎな変化ࡀணࡿࢀࡉ中で、௨ୗ 4 つのど点ࡇࡇࢆにᣲࡆたࠋ 
 

〇造業：ロボࢺࢵ化、Ⓨᒎ型࢜ー࣓ࢺーション化 
э୍⯡にࡣ、労働生産性向ୖ㸤低炭素化ࡀ㐍ᒎࠋሗ、ロボࢺࢵ産業で生産㔞ቑ加と、

 ࠋ㐍ᒎࡀ社会の低炭素化ࡿࡼにࢀࡑ
 
⮬動㌴：㟁Ẽ⮬動㌴ቑ、カーシ࢙アቑ、⮬動㐠㌿ 
эࣉロセス⡆素化にࡿࡼ労働生産性向ୖ、総㌴୧数低ῶ、低炭素化ࠋ㟁ụなど業種生産

㔞ቑ加ࠋሗ㏻ಙ産業の生産ቑࠋ低炭素㟁※ࢆ用ࡇࡿࡍとにࡿࡼ低炭素化ࠋ 
 
 㟂要ቑ加ࢻン࢘ࣂス業：インࣅーࢧ
эᐟἩ、㣧㣗業の生産ቑࠋ㧗ᗘ་⒪提౪にࡿࡼ労働生産性向ୖࠋ 

 
㧗齢化：э社会⚟♴業㟂要ࡀቑ加ࠋ㧗ᗘ IT 用で㧗齢就業者の生産性向ୖࠋ 

 
≉に、ࡽࢀࡇ将来変化にᙳ㡪ࡀ大ࡁい業種ࡣᶵᲔ〇造業でࠋࡿ࠶ᅗ 15 にࡣ、㍺㏦ᶵᲔと生産用

ᶵᲔ、ᅗ 16 にࡣ㟁Ẽᶵჾとሗ㏻ಙᶵᲔの GDP ྜࡲࢆとめたࠋ㍺㏦ᶵᲔのうࡕ⮬動㌴関ಀࡣ

GDP の 8 ࢆ༨めていࠋࡿ⮬動㌴社会の将来ീの定ࡀ㔜要でࡇࡿ࠶とࢃࡀかࠋࡿロボࡣࢺࢵ生

産用ᶵᲔにศ㢮ࢀࡉてࡾ࠾ 2015 年時点でࡣシ࢙アࡀ低いࠋシ࢙アࡀ低い産業ࡀ大ࡃࡁቑ加ࡿࡍ

ྍ⬟性ࡿ࠶ࡀሙྜࡣ、業種との関連など現ᅾの産業構造の中でのண測ࡀᅔ㞴で1.4ࠋࡿ࠶ で引用

した LCS の᪂しい産業連関表ศ析手ἲにࡽࢀࡇ、ࡾࡼ業種、社会での用拡大ࢆලయⓗに♧ࡇࡍ

とࡀ㔜要でࡲࠋࡿ࠶た、ᅗ 17 にࡣ生産用ᶵᲔ、ᅗ 18 にࡣ㟁Ẽᶵჾ、ሗ㏻ಙᶵᲔの付加価値額

内ヂࢆ♧したࠋ生産用ᶵᲔ業୍ࡣ人ᙜたࡾႠ業వࡀ㧗い業種ࡀከいのに比、㟁Ẽᶵჾ業、

ሗ㏻ಙᶵᲔ業ࡣタഛᢞ㈨（㈨本ῶ⪖引ࡁᙜて┦ᙜ）ࡀከࡃ、Ⴀ業వࡀ㈇の業種ࡀከいࠋ将来ⓗ

にᣢ⥆ྍ⬟な経済ά動ࢆ⾜うためにࡣ、タഛᢞ㈨のぢ┤しࡀᚲ要でࠋࡿ࠶ 
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⾲ 4  産業ᮍ来社会型ኚの関㐃㸦LCS సᡂ㸧 
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3. ⤖ㄽ 

本提案書ࡣ、低炭素・ゼロカーボン社会構⠏研究として、人口のほ点か᳨ࡽウࢆ㐍めたࡶので

産業と、ࡽᑡᏊ㧗齢化、人口ῶᑡ、᪂しいᢏ⾡㐍ᒎなどかࡸエネルギー౪給ࡣ将来社会でࠋࡿ࠶

ࡣ人口ῶᑡにకい、就業人口ࠋࡿࡍ変㠉ࡃࡁ大ࡀにకう就業構造ࢀࡑ 2050 年で 2018 年比 27㸣低

ῶし、GDP とࡿࡍ௬定ࢆ労働生産性ࡌ現ᅾとྠࡣ 30㸣低ῶ27ࠋࡿࡍ㸣低ῶࡿࡍ就業人口で、2050
年ࡲで年⋡ 0.5㸣で GDP LCS）ࡣにࡿࡏࡉቑ加ࢆ の産業連関研究の 80㸣๐ῶシナࣜࡀ࢜┦ᙜ）、

労働生産性ࢆ産業平ᆒで、現≧の 1.5 ಸ、年⋡で 1.0㸣ቑ加ࡿࡏࡉᚲ要ࠋࡿ࠶ࡀ産業別にࡿࡳと、

௨๓の年⋡のࢀࡑ、ࡃなࡣ大㟈⅏௨㝆の低成㛗時ᮇで、ࡣにࢀࡇ 0.5㹼3㸣の労働生産性向ୖࡀᚲ

要で୍ࠋࡿ࠶ᚊで 1.5 ಸの労働生産性の向ୖࢆ௬定ࡿࡍሙྜ、産業㛫で就業者の⫋業シࡀࢺࣇᚲ

要となࠋࡿᚋࡽࡉ、ࡣに労働生産性（୍人ᙜたࡾの生産額）ࢆቑ加ࡿࡏࡉ᪉ἲࢆ提案ࡿࡍため、

表 4 で例♧したࡼうなண測ࡿࢀࡉ産業の変化ࡸᩍ⫱・⚟♴のほ点ࢆ加࠼、LCS�IO ศ析ࢆ用いた

かࡽ᫂ࢆ៖した将来産業構造⪄ࢆウし、ලయⓗに年齢階層別ᢏ⬟別就業人口᳨ࢆーススタデࢣ

にࡿࡍᚲ要ࡑࠋࡿ࠶ࡀして経済ά動ࡀᣢ⥆ྍ⬟でࡽࡉに向ୖࡿࡍための要ᅉと定㔞ⓗな᪉策の᳨

ウࢆ⾜い、人口ῶᑡ環境、ス࣐ーࢺ社会環境の中、᫂ࡃࡿ㇏かな ZC 社会ീࠋࡍ♧ࢆ 

4. 政策立案のための提案 

就業人口ࡀῶᑡഴ向にࡿ࠶中で低炭素・ゼロカーボン社会ࢆ実現し、経済成㛗ࢆ㐩成ࡿࡍため

に、就業人口のほ点かࡣࡽ、労働生産性の向ୖࡀ㔜要でࠋࡿ࠶低炭素エネルギー౪給ࡸ㧗ᗘሗ

㏻ಙᢏ⾡ࡸ各種⮬動化・人ᕤ▱⬟用ᢏ⾡➼、大ࡃࡁ変㠉ࡿࡍ産業構造ୗでの、᪂つ・変化ࡿࡍ

産業にྜࡗた年齢別ཬࡧᢏ⬟・▱㆑別ⱝ年者の⫋業ᩍ⫱、㧗齢者の⫋業ᩍ⫱とᗣ⥔ᣢయไ、

社会のά㌍環境のᩚഛなどࡀㄢ題でࠋࡿ࠶ 
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